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AIビジネスに取り組む

国内企業の可能性
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はじめに
AIの進歩は、それを巧みに使いこなした企業に対し、新たなソ
リューションの開発と市場導入の機会を大幅に拡大させる、革新的
な変化である。特に「ChatGPT」を代表とする生成AIは、近年で
最も革命的なソリューションであり、それを使いこなせるか否か
は、企業の今後の成長にとって死活問題となりかねない。 

AKKODiS Tech Report について

AKKODiS Tech Report は、クライアントが直面する
現在と未来の課題に対し新たな視点を提供することを
目的に、社会課題と技術動向を深く洞察し、その解釈
としてホワイトペーパーやインタビュー、対談記事を
発行するものです。

本稿では、生成AIを活用した先端的なサービスを展開する2つの国
内企業、株式会社ギブリー（東京・渋谷）とハックフォープレイ株
式会社（石川・金沢）を紹介する。ギブリーは社内向け生成AI環境
を提供し、ハックフォープレイはプログラミング教育サービスの提
供している。 

これらの企業は、AIをどのように活用し、どのように市場に変革を
もたらしているのであろうか。独創的かつ画期的な新サービスを提
供する、この2社のインタビューを通じ、AIビジネスに取組む国内
企業の可能性を探っていきたい。  



取締役 山川雄志氏
株式会社ギブリー

現在、世界中で話題になっている技術といえば「生成AI」（ジェネレーティ
ブAI）だ。生成AIとは、コンピューターが学習したデータを基に、新しい情
報を生成する技術を指す。


この技術のひとつである「大規模言語モデル」（Large Language Model＝
LLM）は、高度な文章作成に特化している。ユーザーが質問を入力すると、
AIがまるで人間が作ったかのような自然な文章で回答を生成する技術だ。


2022年11月、この「大規模言語モデル」を使ったサービス「ChatGPT」がリ
リースされた。アメリカのOpenAI社が開発し、誰もが使える無料のサービス
として公開されて以来、世界中に広まっている。


ChatGPTを使ったさまざまなサービスが生まれている中、ビジネスシーンで
注目を集めているのが、株式会社ギブリーが提供している「法人GAI」だ。


今回は、株式会社ギブリーの取締役である山川雄志氏に、サービスの内容や
生成AI全般に対する見解などを伺った。

ChatGPTは優秀なアシスタント。

「法人GAI」で誰もがビジネスをよりスムーズに

ChatGPTは

優秀なアシスタント。
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OpenAI社が提供している大規模言語モデ
ル（LLM）のGPT-4を、自社専用の環境
で使えるソリューションです。


無料で公開されているChatGPTは、BtoC
のサービスです。ユーザーは無料で利用で
きる代わりに、入力したデータはすべて
OpenAI社に送られて、ChatGPTの学習に
活用されます。


この状態のままビジネスに利用すると、自
社のデータがChatGPTに学習されてしま
い、ほかのユーザーに伝わる可能性もあり
ます。


一方、ChatGPTのAPIを通じて、ユーザー
が入力したデータはChatGPTの学習には
使われません。弊社の「法人GAI」はAPI
経由でChatGPTを利用できる環境を構築
しているため、ChatGPTの学習に自社の
データが使われる心配はありません。「法
人GAI」は、企業でもChatGPTを利用しや
すくなっているというのが、1つめのポイ
ントになります。


２つめのポイントは、プロンプトレシピで
す。これは、エンドユーザーの皆様が
ChatGPTの使い方がわからなくても、あ
らかじめこちらが用意しているプロンプト
（AIへの命令文）をボタンをワンクリック
するだけで使えるという機能です。これに
より、ユーザーのITリテラシーにかかわら
ず、ChatGPTによる業務の自動化が可能に
なります。

３つめのポイントは、セキュリティ面で
す。先ほど、入力したデータがChatGPTの
学習に活用されないという話をしました
が、それ以外にも、個人情報や機密情報な
ど、ChatGPT側に送信したくない情報に
ついては、入力時にアラートを出せるよう
になっていたり、情報がマスキングされる
ようになっています。この独自の機能によ
り、さらに強固な環境でChatGPTを安心
してお使いいただけます。

御社が提供されている「法人
GAI」というサービスについて教
えてください。

「法人GAI」の3つのポイント
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ChatGPT側に情報は送信されな
いけれど、社内で使う大規模言語
モデルは学習をして成長していく
のでしょうか。

その場合は、自社専用の大規模言語モデル
を作り、そこに情報を追加して学習させて
いくという方向性になります。これはファ
インチューニングという言い方をするので
すが、割と大規模な開発になるので、要望
がある企業様に対して個別に提案するとい
う形をとっています。

プロンプトレシピというのは、具
体的にどのような作業ができるの
でしょうか。

代表的なプロンプトレシピとして「営業ア
シスタント」があります。これは、営業職
の方が、お客様と商談をしたときの議事録
やメモを、営業アシスタント上にコピー＆
ペーストして使います。この機能では、次
にどのようなアクションを起こせば受注に
つながりやすいかということを教えてくれ
ます。
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法人GAIの画面

営業アシスタントの画面

また、上司への報告書の作成機能もあります。これを使うことで、上司は報告書の書き方
などを部下に教える手間がなくなりますし、部下も上司に不明点を聞くということもなく
なります。


これらはすべてGPT-4によって生成されるわけですが、要件通りのものを作るプロンプト
を書くのは難しいです。それを我々があらかじめ作ることで、プロンプトを書く労力を軽
減しています。



同様に、不動産や金融など、それぞれの業
界ことにニーズがあるはずです。それらを
バーチカルに作っていきたいと思っていま
す。

上司にも部下にもメリットがある
サービスなんですね。

営業以外の職種では、どのような
使い方ができますか？

そうです。法人GAIや営業アシスタント
は、部下にとっては上司、上司にとっては
部下のような位置付けになります。

人事の場合は、求職者の情報を入力すれ
ば、面接での質問事項を生成できます。欲
しい人材の要件を入力して、求人票を生成
することも可能です。同じように、あらゆ
る領域の職種に対してバーチカルに作って
いく予定です。


職種だけではなく、業界ごとのサービスも
作っています。今、不動産会社さんと弊社
がパートナーシップを結んで、サービスを
開発しています。不動産業界は、教育に工
数が割けずに営業成果がでる社員とそうで
ない社員の差が出やすいという課題があり
ます。特定領域の知識が問われる点や、特
殊な商習慣が影響しているとも考えられれ
ます。


このような課題を解決するために不動産領
域ならではのプロンプトレシピを開発し、
不動産業界の企業様に提供していきたいと
考えています。


また地方自治体や中央省庁の職員の方を
ターゲットとした。行政業務に特化したプ
ロンプトも開発しています。例えば政策の
企画や評価、仕様書の生成など特定の職種
向けではあるものの、多くの従事者が活用
するであろうプロンプトを企画し、常時開
発・改善を進めています。

インターネットの歴史上、一番革命的なソ
リューションだと思っています。今まで発
明されてきた技術は、人間が恣意的に「こ
うしたい」と思ったものを実現するための
技術だと思います。自ら何かをクリエイト
する技術ではなかった。人間がやってきた
ことの代替だったわけです。人間でもでき
ることを、もっと精度を高く速くやるとい
う技術でした。


一方、生成AIは、アウトプットのクオリ
ティやスピードという点を含めて人間がで
きなかったことをできるようにしたり、ク
リエイティブなものを生成したりするとい
う点において、これまでにはない発明とい
えるでしょう。


生成AIによって仕事が奪われるという話も
ちらほら聞きます。しかし、職業そのもの
がなくなることと、日常業務のタスクがな
くなることが同義で語られることがあるた
め、この文脈は発信する側も受け取る側も
注意が必要です。
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生成AIは革命的なソリュー
ション

ChatGPTをはじめとした生成AI
が今話題になっていますが、御社
は生成AIをどのようなものだとお
考えでしょうか。



たとえば身体の不自由な方のサポートや、
文章が書けない方の代わりに文章を書くと
いったことが実現できるのは、とても有用
ですよね。


語学の面でも同じことが言えます。生成AI
によって、言語的な壁というものがなくな
ります。話すことが苦手だったり、そもそ
も同じ言語を話せなかったりという問題を
超えていけることになります。人間の生活
すら変える可能性があると思っています。

しかし、生成AIが一般的になることで、上
司や先輩から学ばなくても、生成AIに聞け
ばわかるようになる。


それが良いのか悪いのかという議論はあり
ます。しかし、そういう世界が一般化した
ときには、そんなことも誰も考えなくなる
でしょう。ウィークポイントと言えるかど
うかわかりませんが。今までの教育や人材
育成の価値観が変わるので、そうした変化
を許容できない人や組織にとっては懸念と
して捉えられるものになるかもしれないで
すね。

逆に、生成AIのウィークポイント
を挙げるとしたら、どんなところ
でしょうか。

生成AIが実用化されている段階に
入っていますが、生成AIが生成し
たものが正しいかどうかのチェッ
クというのは重要だと思います。
御社ではどのように考えられてい
ますか。
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生成AIのストロングポイントはど
んなところでしょう。

仕事や生活において、生産性やクオリティ
を上げてくれるところでしょうか。今、ス
マートフォンがないと生活できないレベル
になっていると思います。生成AIは今後、
スマートフォンと同じレベルになっていく
でしょう。

生成AIから返ってきた回答が正しいかどう
かの判断は、完全にユーザーに依存するも
のだと思います。現在、我々がインター
ネットで検索して出てきた情報を、正しい
かチェックするのと同じです。


ひとつの解決策としてはソースの提示で
す。たとえば、ChatGPTに質問したときに
返ってきた答えに対して「ソースを提示し
てください」とお願いしてソースを提示さ
せる。そして、そのソースをチェックし
て、自分で正しいかどうかを判断するとい
うフローが一般的でしょう。


もちろん生成AI側も進化していて、なるべ
く間違った情報を返さないようになってい
ます。ただし、精度が100％になることは
あり得ません。正しいかどうかの判断は受
け手次第というところがあります。

使い方にもよりますが、自分で思考しなくて
もこなせることが増える点です。これまで、
ビジネスにおいて、業務は上司や先輩に教え
てもらいながら覚えていくものでした。



それ以上に豊かになりたい人たちは、自分
で何かをやる世界になるのかなと。


現在、我々は週5日で働いており、生活の
ほとんどを仕事に費やしている状態です。
お金はもちろん、それ以外の充実感みたい
なものも仕事で得ているわけです。その充
実感のようなものが、未来の世界では社会
活動といったものに代替されていくのでは
という気がします。ボランティアや
NPO、サークル活動のようなものが生活
の中心になるのかもしれません。仕事は、
手段のひとつでしかなくなると思います。

わからないことがあるとインター
ネットで検索して答えを探すのと
似ていますね。確かに便利なんで
すけど、あまり学習しているとい
う感じにはなりません。良いこと
なのか悪いことなのか……。

そこは教育面でカバーしつつ、技術面では
ソースの提示をさせるというのが現実的で
はないでしょうか。

さらに未来のことを考えると、人間が仕事
をしなくても生活できる世界になると思っ
ています。週5日で働くこと自体が珍し
い、という世の中になるのではないでしょ
うか。生成AIだけではなく、あらゆる技術
の発展で多くのものは自動化していくはず
です。もしかしたら、我々が週5日で働く
最後の世代になるかもしれませんね
（笑）。
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そのような世の中になったとき
に、経済はどのように変わってい
くと思われますか。

生成AIがこれだけ急激に普及し始
めていて、人間の生活そのものが
大きく変わるタイミングになって
きていると感じます。御社はいち
早くChatGPTを使ったサービス
をリリースしていますが、この流
れをどのように見ていますか。

仕事をしなくても生活でき
る世界が来る

意思決定の早いパートナー
と協業したい

今、日本はものすごくチャンスだと思って
います。再度世界を牽引できるラストチャ
ンスなのではないでしょうか。この生成AI
をものにできるかどうかというのは、国を
挙げてやるべきですし、もっと生成AIに対
して投資していくべきだと思います。

一番問題が出るのは雇用面ではないでしょ
うか。そこはベーシックインカムなどと
セットで語られないと成立しないでしょ
う。仕事をしなくても生活ができるように
なるには、基盤が整うことが前提ではあり
ます。


しかし、別に仕事をがんばらなくてもご飯
が食べられて、ある程度豊かな生活が担保
される。

今後、御社はどのようなビジネス
展開を考えていらっしゃいます
か？

今回は「法人GAI」という、弊社の展開して
いる事業の3部門のなかのひとつの事業のお話
をさせていただきましたが、ほかの事業でも
いろいろなことを考えています。



たとえば、経営者向けの意思決定を支援す
るソリューションや、人事データや現場の
データを紐付けるソリューションなども考
えています。


生成AI系のものに関しては、今後も継続し
て伸ばしていきますし、先ほどお話したよ
うに、さまざまな業界に特化した、バー
ティカルなサービスを作っていくなどの展
開は考えています。

はい、展望はありますが、連携を進める業
界を決める際には「マーケットが大きいか
ら取り組む」というより、スピード感を
もって協業できるパートナー様がいるかど
うかを重視しています。
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特定の業界とタッグを組んでやっ
ていきたいなどの展望はあります
か。

正しい判断を下せる人材育成が必須
ChatGPTの登場により、これまで人間が行っていた作業の大部分が
生成AIで代替できるようになりつつある。ビジネスシーンにおいて
も、これまで単純作業とされてきたものは、徐々にChatGPTのよう
な生成AIが代替するようになる。これにより、人間はよりクリエイ
ティブな作業に注力できるようになるだろう。


一方、ChatGPTを過信してしまうのも問題がある。あくまでも人間
が指示したことに対して、膨大なデータから最適と思われるものを抽
出して、自然な文章を生成する技術だ。自然な文章が生成されるため
一見正しいように感じてしまうが、内容の精度はまだまだといったと
ころである。


山川氏も語っているように、最終的な判断はユーザー自身で下す必要
がある。ChatGPTなどの生成AIを使用する場合は、ユーザーが正確
な判断を下せるためのリテラシーを備えていなければならないだろ
う。


これからビジネスでChatGPTなどを活用するのであれば、生成され
た内容を判断する人材の育成というのも必須になる。今後、生成AI
を導入しようとする企業では、その辺りを考慮していく必要があると
言える。



代表取締役 寺本大輝氏
ハックフォープレイ株式会社

自分でゲームを作りながらプログラミングを学ぶことができるWebサービス
「ハックフォープレイ」。2014年のサービス開始以来、投稿されているゲー
ム数は10万件に及ぶ。同サービスでは、全国でワークショップも開催し、プ
ログラミングの裾野を広げる活動も精力的に行っている。ユーザーのメイン
層は小中学生だ。彼らにとって親しみやすい「ゲーム」で、プログラミング
を楽しく学べる環境を作り出しているのが、代表取締役の寺本大輝氏だ。


「ハックフォープレイ」では、生成AIのひとつである「ChatGPT」を活用し
た機能を提供している。プログラミングと生成AIの相性はよさそうに感じる
が、実際にはどうなのだろうか。


今回は寺本氏に、「ハックフォープレイ」とプログラミング教育について
と、生成AIがプログラミング教育や社会にどのような影響を及ぼすのかにつ
いて、話を伺った。

「ハックフォープレイ」の寺本氏が考える

生成AI時代の教師とは

プログラミングを、
もっと楽しくもっと
身近に。
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主に、子どもたちにプログラミングを好き
になってもらいたいという主旨で作成した
Webサービスです。2014年から提供してい
ます。

最初のチュートリアルでヒットポイント
（HP）や戦闘力の数値を書き換えるのが大
きな特徴です。普通は、ゲームのHPや戦闘
力を書き換えるということはできません。


そういうことを通して「おもしろい」と感
じてもらい、プログラミングに興味を持っ
てもらう。自分でプログラミングをしてゲー
ムを作っていくという体験を、Web上ででき
るサービスになっています。


ハックフォープレイをきっかけに、どんどん
プログラミングにのめり込んでいく子ども
たちを増やしていければと思っています。

使用しているのはJavaScriptです。プロのプ
ログラマーが使用している言語と同じもの
です。特に子ども向けにアレンジしている
というわけではありません。ただし、コー
ドの説明に絵をつけてわかりやすくするな
ど、ハードルは下げています。

プログラミングを好きになる人を増やすこ
とが、大きなビジョンであり、達成したい
ところです。

僕はプログラミングが好きで、高等専門学校
時代にプログラミングを学んでいました。当
時からプログラミングの授業はありました。
でも、休み時間や家に帰ってからもプログラ
ミングをやるくらいのめり込んでいる友人は
いませんでした。

ハックフォープレイとは、どのよ
うなサービスなのでしょうか。

御社のビジョンはどんなもので
しょうか。

ハックフォープレイのような、
Webサービスでプログラミングを
学ぶという形を考えついたきっか
けというのは？

子ども向けということですが、使
用しているプログラミング言語は
なんでしょうか。

本格的なプログラミングを
学べるサービス

プログラミングの楽しさを
伝えたい
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僕は「こんなに楽しいのに、なんでやらな
いんだろう？」と思っていました。


高専の5年生になって就職活動をしている
とき、東京のベンチャー企業でアルバイト
をすることになりました。そこでは、中高
生向けにプログラミングを教えていました
が、それがすごかったんですよね。


「キャンプ」という名前のワークショップ
なのですが、大音量でBGMを流したり、
大画面にすごくエモい映像を流したりする
んです。テープルクロスもすごくカラフル
で、「みんなでプログラミングをする
ぞ！」という感じでした。それを4泊5日で
やる。プログラミングをすること自体を、
エンタメ化していたんですよね。


それに衝撃を受けて、こうやったらプログ
ラミングは楽しいと伝わりやすくなるんだ
と思いました。そこからもっといろいろな
人たちに、プログラミングの楽しさを届け
たいという意識が強くなったんです。


ただ、僕はプログラマー的な考え方でし
た。だから、プログラミング自体をエンタ
メ化するのではなく、Webサービスのよう
に手軽にできる形に昇華すれば、より多く
の人に届けられるのではと思い、ハック
フォープレイを作りました。

プログラミング経験がまったくない方もい
らっしゃいます。

僕らはよく「教えない」と言っています。
教壇に立って教えるとなると、ある程度は
知識が必要だと思います。でも、その部分
はすべてソフトウェア側に移してしまおう
というスタンスでやっています。ハック
フォープレイを使っていれば、誰もつまづ
くことなくゴールまで行けますという感じ
ですね。


ワークショップで、1人で画面に向かって
プログラミングをしているだけでは、イベ
ントとしてやる意味がないです。子どもた
ちを盛り上げてあげる役割を人間が担って
いるという感じですね。メンターの方のプ
ログラミングの知識は、あまり関係ありま
せん。

ワークショップも開催しているそ
うですが、どのような内容なので
しょう。

ハックフォープレイは「教
えない」 オンラインワークショップが

コロナ禍で人気に

メンターの方のプログラミングに
対する理解度というのは。

そのような方でも、メンターの役
割ができるんですか？

Webサービスとワークショップと
いう2つの柱で事業を展開している
ということですね。実際にサービ
スを受けている方々からの反響と
いうのはどのような感じですか。
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会場によって変わるのですが、基本的には1人
のメンター、大人に対して子どもが4、5人と
いう感じです。

企業様などから依頼を受けて開催することが
多いです。メンターはアルバイトとして一時
的にお願いしたり、企業様の社員さんが手
伝ってくださったりと、いろいろですね。



2014年からやっていることもあり、小学生
の頃に始めた子がそのまま続けて、今では
高校生になっていることもあります。ハッ
クフォープレイをきっかけにプログラミン
グに興味を持ち、大きなコンテストに出て
賞を取った方なども出てきています。


プログラミングにのめり込んでいった子ど
もたちが、その後どんどん成長していく姿
というのが、ひとつの反響というか結果と
してありますね。


少し前の話になるのですが、コロナ禍で学
校が休校になったときに、それまでオフラ
インでやっていたワークショップをオンラ
インで開催しました。オンラインにする
と、パソコンさえあれば全国どこからでも
参加できるのでいいよねっていう、軽い気
持ちで始めたんです。それが当時のニーズ
とマッチしたようで「また来週もやって」
といった反響がすごくありましたね。


オンラインのワークショップはYouTubeラ
イブで開催しました。オンラインで作った
ゲームをその場で投稿すると、みんなに遊
んでもらえる。テレビやラジオの視聴者参
加型のノリに近い感じでした。

正直なところ、それは人によるというのが僕
の所感ですね。ハックフォープレイが続きや
すい子もいれば、ほかのサービスのほうが続
きやすいという子もいます。


学校の勉強でも、算数が好きだから算数の問
題をひたすらやっているという子もいれば、
テストの点数を取るために勉強をする子もい
る。スタンスの違いというのはあると思いま
す。


ハックフォープレイの場合、圧倒的に自分の
なかにやりたいことがないと楽しめません。
そうではない子どもたちは、すぐに飽きてし
まう。「次に何をすればいいのかわからな
い」って感じです。

ゲームをベースにプログラミング
を学ぶというコンセプトですが、
気をつけていらっしゃることはあ
りますか？

やらされている感は絶対に
出さない

ハックフォープレイは、ゲーム作
成を通してプログラミングを学ぶ
という仕組みになっています。ほ
かの学び方に比べると持続しやす
い傾向にありますか？
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遊ばされている感は絶対に出さないように
しようと強く思っています。

たとえば、ソーシャルゲームはインストー
ルして起動したら、まずこれをやって、次
にこれをやってと決まっているものがほと
んどです。それが継続率につながるという
メリットもあります。しかし、それをやっ
てしまうと、やらされている感が強くな
り、指示待ち人間のようになってしまう。
「次に何をやればいいですか」という風に
なってしまうんです。


でも、プログラミングというのはそれでは
楽しめないと思っています。「私はこれを
やりたい」という気持ちが、どんどん出て
こないといけないと思うんです。だから、
やらされている感は絶対に出さない。自分
がこうしたいから、次はこうするというよ
うに誘導するようにしています。



コードを書いて走らせるとエラーが出るん
ですが、そのエラーは英語で書かれており
小学生にはわかりません。それを解説して
あげれば、ここがダメだったんだなと気づ
き、プログラムへの理解が深まります。


もうひとつChatGPTを活用しているの
が、ハックフォープレイに投稿されたゲー
ムの教材化です。ハックフォープレイで
は、他のユーザーが投稿したゲームのコー
ドを見ることができます。そうすることで
プログラミングの参考になるだろうと、
サービスの立ち上げ時から考えていまし
た。

でも、実際にただコードが見られるだけで
は理解することは難しいです。ハック
フォープレイには、教材になるものがたく
さんあるのに活用しきれていない状況でし
た。そのため、コード解説の機能は
ChatGPTに解説させ、現在10万件ほどあ
るハックフォープレイ内のゲームが教材に
なるというインパクトを狙って作りまし
た。

継続率というのはどのくらいです
か？

ハックフォープレイでは、
ChatGPTを使ってコードの解説
をさせるという機能があります
が、どういう経緯で始められたの
ですか？

あまり意識したことはありません。ハック
フォープレイはいつ辞めてもいいし、いつ
再開してもいいというシステムです。仮
に、ちょっとだけハックフォープレイを
やってみて、その後は触る機会がなかった
としても、それはそれでいい。「プログラ
ミングは楽しい」というイメージが、なん
となくその子になかに残ってくれればいい
なと思っています。


大学生になってプログラミングの授業が
あったときに、「そういえば子どもの頃に
やったことあるなぁ」と、楽しい思い出の
ひとつとして残っていれば、それだけで授
業の感じ方も変わってくると思うんですよ
ね。

ChatGPTのAPIが公開されたときに、何か
しらに使えないかとずっと考えていまし
た。性能もどんどん上がってきて、絶対に
実用化できるレベルにあるなと。何かに使
いたいけど、何に使おうかという順番で考
えました。


最初に思いついたのはエラー解説です。
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ハックフォープレイでの
ChatGPT活用法



小学生にして産みの苦しみを味
わっていると（笑）。

ネタがないから作らないというのはもった
いないじゃないですか。じゃあ、ネタはAI
に考えてもらおうということです。ストー
リーAIは主人公と舞台を選択すると、その
2つの条件を基にAIがストーリーのあらす
じを考えてくれるというものです。

別に、このあらすじ通り作る必要はありま
せん。何かインスピレーションを刺激する
ものになればと思っています。
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そのほかに、ChatGPTを使った
サービスを考えていらっしゃいま
すか。

まだリリース前ですが、「ストーリーAI」
というものを作っています。ハックフォー
プレイのユーザーには、何百個もゲームを
作っている子もいるんです（笑）。そうす
ると、だんだんネタがなくなってきて、プ
ログラミングに対するモチベーションも下
がってきます。

生成AIで教育そのものが大
きく変わる

ChatGPTのような生成AIが世の
中に出てきたことで、プログラミ
ング業界および一般的な社会は、
どのように変わっていくと思いま
すか？

サム・アルトマンは資本主義が壊れるなんてこ
とを言っていますが、あながち間違いではな
いと思うくらいには衝撃的でした。生成AI自
体は、仕組みを知ってしまえば大したことをし
ているわけじゃないんです。万能のAIではあ
りませんが、


まるで人間のように考えているかのように、
言葉を紡ぎ出したりしてくれる。それだけの
ことが、人の仕事の大部分を代替できてしま
うと人々は気付きつつある。この変化が非常
に大きいのかなと思っています。


教育そのものが大きく変わるのは間違いない
でしょう。直近の変化でいうと、教師の立ち
位置が変わるのかなと。これまで教師の一番
の存在意義は、生徒に知識を授けることでし
た。それが生成AIに代わっていくと思います。


生成AIは24時間365日働いてくれますし、生徒
一人に対してパソコンが1台あればマンツーマ
ンで何でも答えてくれます。生徒は教師に聞く
前に、生成AIに聞くようになるでしょう。教
師もそうしてほしいとなるんじゃないですか
ね。知識を持っていてそれを授けるという教
師の存在意義はなくなっていくと思います。


プログラミング教育も、同じようになってい
くのではないでしょうか。



両方ですね。今後、生成AIはもっと正しい
知識に基づいたことだけを答えられるよう
になっていくでしょう。一方、人間を変え
るというのは難しいです。地道に頑張って
いくしかないでしょうね。

生成AIのいいところ、悪いところ
を挙げるとしたら、どんなところ
でしょうか。

これは僕の希望も入っているんですが、僕
は教師の役割は「褒める」ことが一番の仕
事だと思っています。生成AIを使うことに
よって、そこに一歩近づけるんじゃないか
な。


大人になるとわかるのですが、大人から一
方的に教えられた知識は自分の知識の中で
も大きな割合を占めるわけではありませ
ん。自分から学ぼうと思って学んだことが
ほとんどなんです。そう考えると、いかに
自分から知識を得ようとするかが大事に
なってくる。


教育では、学びに対するモチベーション
や、学びたいという気持ちになるかが大事
な部分になってくると思います。そのため
に、大人や教師ができることはなんだろう
と思うと、「褒める」ことだと思うんです
よね。


褒めてあげることで子どもは「学びたい」
という気持ちになり、生成AIにどんどん質
問する。生成AIはいつでも答えてくれるの
で、知識が増えていくという循環が生まれ
ます。これからは、モチベーションがすべ
てになっていくのではないでしょうか。
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生成AIのいいところ、悪い
ところ

受け取る人間側が学ぶべきなの
か、生成AI側が精度を上げるべき
なのか、どちらでしょう。

ハックフォープレイは、これから
どのように展開していきたいとお
考えですか？

他のサービスに影響を与え
られる存在に

僕は、生成AIはいいところしかないと思っ
ています。今まですごく難しいアルゴリズム
を考えたり、機械学習のためのデータを大
量に集めたりしなければできなかった人間
的なテキスト処理が、ちょっとプロンプト
を考えるだけでできるようになりました。

これは、とんでもなく大きなインパクトで
す。これがないと作れない、といったサービ
スが今後はたくさん出てくると思います。


あえて悪いところを挙げるとすれば、生成AI
に対する人間の受け取り方ですね。そもそ
も生成AIは、正しいことを言えるものでは
ありません。だから、知識の正しさを期待
してはいけないのに、生成AIはもっともら
しいことを言う。それで人間は信じてしま
う。この現象は、なんとかしなければいけ
ないことだと思います。

企業として成長させたいというモチベーショ
ンは、あまりありません。プログラミングは
楽しいものだし、自分の好きにやっていいん
だよ、という思想をいかに広げていくかとい
うことを考えています。


今後、ハックフォープレイ以外のプログラミ
ング教育サービスが出てくると思います。そう
いったところに影響を与えられるような存在
になればいいですね。
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生成AIが教師の概念を変える
寺本氏は「これからはモチベーションが大事になっていく」と語る。これま
で教師には、生徒に対して知識を与えるという大きな役割があった。しかし
生成AIの登場により、教師に聞かずとも知識を得られるようになった。


生成AIの時代になると、教師は「知識を与える人」という役割から「モチ
ベーションを上げる人」という役割にシフトチェンジする。これは何も教育
の現場だけではない。ビジネスシーンにおいても同様だろう。


現在、インターネット検索で得られる情報のほとんどは、生成AIを経由して
手に入れられる。しかも、より人間と対話しているかのような感覚だ。


これからの人間の役割は、人間の感情をコントロールすることだ。こればか
りは、生成AIが人間と代わることは不可能だろう。やはり、人間の機微は、
人間が一番よく理解しているはずである。


テストの点数を取ることに主眼を置いた勉強よりも、実生活におけるコミュ
ニケーション能力や指導力といった、人間力をより高める教育が求められる
時代が来るだろう。

一緒に仕事をしたい、コラボをしたいという企業などはありますか？

僕、マヂカルラブリーの野田クリスタルさ
んが好きなんです（笑）。2020年のR-1グ
ランプリの決勝で、自作のゲームを使った
ネタをされていたことにインパクトを受け
ました。

プログラミングで人を笑わせられるんだと
衝撃的でした。野田さんが作っている
『スーパー野田ゲーWORLD』は、次の世
代のプログラミングが好きな子どもたちを
生み出していくものになるのではないで
しょうか。
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編集後記
AKKODiSコンサルティングではChatGPTを活用した先端サービスを
行っている2社について取組みをヒアリングした。

この２つのインタビューは、技術と社会課題の洞察を提供し、我々の
ビジョン「未来を照らすインサイト、人財育成の架け橋」に合致す
る。これらの取り組みは、革新的な技術を現実の課題解決に結びつけ
る方法を模索する我々にとって、貴重なガイドラインとなるだろう。
読者諸氏の最先端の技術を社会的な視点から評価し、企業価値の高め
方を理解する一助となることを期待したい。

同社が行ったChatCPT法人利用アンケートによれば、活用方法がわからない
というユーザーが多かった。こうした中、同社は2023年4月にいちはやく
ChatGPTを活用した法人GAIサービスを提供している。このサービスは、構
成が難しいとされるプロンプトエンジニアリングのためのテンプレートを用
意するなど、営業・製販・広報等の広範囲のサービスを提供しており、新し
い市場機会の創出に成功している。

プログラミングが小中高と必修化された中、ゲーム感覚でプログラミングが
学べる画期的なシステムを開発している。単にプログラミング能力を鍛える
だけでなく、自らが内容を設定し、自由な発想でゲーム作成を経験できる。
これは子供達が抵抗なくプログラミングを学べるための工夫であり、
ChatGPTを使用したコード解説の新機能が追加されるなど、今後のサービス
展開が大きく期待される。

ギブリー社

ハックフォープレイ社
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